
令和 5年度の研究（または活動）内容 

地域経済研究所（以下「本研究所」という）は、令和 5 年度（2023 年度）に、東北工業

大学プロジェクト研究所として設立 2 年目を迎えました。本研究所の目的は、地域・地場産

業振興研究拠点として、中小企業の経営支援活動と地域産業の振興にあります。本研究所の

ユニークな特徴としては、宮城県中小企業家同友会と密接に連携しながら、中小企業の経営

実態の調査や産業振興、さらに、脱炭素経営および SDGs 経営に係る啓蒙活動にあります。

本研究所の本格的な活動は、コロナ禍のもとではありましたが、宮城県中小企業家同友会

との連携活動を推進する目的として、令和 5 年（2023 年）3 月 7 日に、記念すべき第 1 回

地域経済フォーラムを長町キャンパス 1 号館にて開催したことに始まりました（マーケテ

ィングサポート研究所と共催）。 
令和 5 年度（2023 年度）の活動では、令和 5 年 8 月 2 日に、東北工業大学『東北 SDGs

研究実践拠点』産学連携交流会（研究シーズ発表会）が江陽グランドホテル 4F にて開催さ

れ、所長の川島が、地域・地場産業振興研究拠点を代表して「中小企業に学ぶ SDGs 経営の

実践事例―産学官金の連携強化に向けて―」と題して本研究所の取組みを紹介しました。当

日は、第 2 部の産学交流会において、研究所の取組みを紹介した動画を放映するとともに

ブース来場者に対面で研究所の活動状況について説明を行いました。 
令和 5 年 8 月 24 日には、第 2 回地域経済フォーラムを長町キャンパス 4 号館にて開催し

ました（マーケティングサポート研究所と共催）。そこでは、宮城県中小企業家同友会会員

で、株式会社 TOHO 代表取締役の早川英雄氏に「地域企業と経営戦略」と題する基調講演

をしていただきました。当日は、大学院ライフデザイン研究科デザイン工学専攻の大学院生、

教員、研究所員を含めて 30 名程度の参加者とともに、SDGs を志向する地域企業の生き残

り戦略とリスクをチャンスに変える経営思考について意見交換を行いました。 
令和 5 年 10 月には、本学の地域連携センターの協力のもとで、令和 5 年度みやぎ県民大

学の講座「SDGs に取組む企業の事例を学ぶ（4 回シリーズ）」を、10 月 4 日、11 日、18
日、25 日の 18 時～20 時に、長町キャンパス 1 号館において開催しました。このなかで、

中小企業の事例紹介として、有限会社高橋写真製版代表取締役の高橋健一郎氏と、株式会社

オイルプラントナトリ常務取締役の武田大輝氏に、それぞれ SDGs 経営を志向する取組み

を説明していただきました。

次いで、令和 5 年 12 月 15 日には、研究所員の篠原先生を中心として、1 号館 1 階スタ

ジオにおいて、ビジュアルデザイン特論_第 10 回（特別レクチャー）として、菊池士英氏に

「リアルタイムグラフィックスのこれから」と題する講義をしていただきました（地域経済

研究所と共催）。 
さらに、第 3 回地域経済フォーラム：「コンテンツ産業の魅力と地域活性化への展望」を、

令和 6 年 2 月 22 日に、東北工業大学一番町ロビーにおいて開催しました。当日は、玉置泰

紀氏（角川アスキー総合研究所 LOVE Walker 総編集長）による基調講演「コンテンツビジ

yuko-oono
取り消し線



ネスの態様と地域活性化」、堀達也氏（経済産業省コンテンツ産業課長補佐（総括））による

施策説明「国のコンテンツ産業施策の動向」、そして研究所員の篠原良太氏（産業デザイン

学科教授）による事例紹介「東北工業大学のコンテンツクリエイションの取組」を、それぞ

れ講義していただきました（東北経済産業局・tbc 東北放送の後援）。参加者が 45 名となり、

盛会な様子が tbc 東北放送によって後日にニュース放映されました。 
 
 
【2023 年度の活動実績：チラシ・ポスター】 
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